
 

     
 

「支えあう力をつける」 

                                校 長 田 口  明 

 夏休みが終わり、学園に生徒たちの明るい声が戻ってきました。特にこの時期は、西華
祭に向けて追い込みです。3 年生のリーダーも顔つきが変わってきました。どの部門も心
を込めた表現ができることを楽しみにしています。是非、保護者の皆さんご家族の皆さん
共に参観くださいますようよろしくお願いいたします。 
 

 さて、「仲間とともに付けた力を本物の自分の力へ」と夏休み前に話をし、弱い自分に立
ち向い一つでも自分の力でやり切った事実を創ろうと呼びかけました。何人かの子に話を
聞いたところ、 
・昨年少し残してしまった夏課題を、今年は期日までにすべて終わらせた。 
・部活動のある日はすべて参加し、少し上手になったように感じた。 

・興味のあるお城めぐりがたくさんでき 
 た。益々興味が出て楽しかった。 
・３年生として西華祭の準備を工夫しな 
がら取り組んだ。中学生最後の思い出 
としたい。 

・家の自営の仕事を手伝った。大変な仕 

事を親が頑張ってることが実感できた。 
など、うれしい話をたくさん聞くことがで
きました。半面、やりきれなかったことも話
してくれ、自分に足らない部分を実感して
いる子もたくさんいました。保護者の方々
の見守りの中、少し大きくなり、成長できた
夏休みでした。 

      サマートライアル風景 

 仲間と共に高めあう生活が戻ってきました。目の前に西華祭、体育祭も近く行われます。
日々の授業や生活と共に、行事に立ち向うことでも自分を高めてほしいと思っています。
そのために自分に「支える力」を身に着け、西中全体の「支えあう力」を高めようと話を

しました。自分には、学習で分からないことがある仲間にしっかりと教える力があるか。 
自分には、苦手なことに挑戦している仲間を励まし、元気づける力があるか。自分には、
何かに失敗した仲間を叱責するのではなく、できるようにする力があるか。自分には、活
動の輪に入りきれない仲間に、声をかける優しい力があるか。人は、自分以外の人のこと
を考える心と行動が大きければ大きいほど自分も他人も幸せになると信じています。社会
生活の根底、あるいは全てに関わる重要な力です。中学生なりの働き掛けが高まるように
見守り励ましていきたいと考えます。 

９月の主な行事予定      

１日（土）西華祭（終日）       21 日（金）自主学習会 沖縄研修保護者説明会           

６日（木）育友会役員会        25 日（火）期末試験 ～27（木） 

13 日（木）広報用写真撮影      28 日（金）命を守る訓練 見学会準備  

18 日（火）自主学習会        29 日（土）第３回学校見学会 前期終業式  
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